
平
成
二
十
二
年
十
月
十
二
日
受
領

答

弁

第

一

九

号

内
閣
衆
質
一
七
六
第
一
九
号

平
成
二
十
二
年
十
月
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

�

人

衆

議

院

議

長

横

路

孝

弘

殿

衆
議
院
議
員
近
藤
三
津
枝
君
提
出
地
球
温
暖
化
対
策
基
本
法
案
に
つ
い
て
の
政
府
の
認
識
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答

弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
近
藤
三
津
枝
君
提
出
地
球
温
暖
化
対
策
基
本
法
案
に
つ
い
て
の
政
府
の
認
識
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答

弁
書

一
の
�
に
つ
い
て

平
成
二
十
二
年
五
月
十
四
日
衆
議
院
環
境
委
員
会
に
お
い
て
環
境
大
臣
が
答
弁
し
た
陸
上
に
お
け
る
風
力
発
電
の
導
入
に

関
す
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
根
拠
は
、
環
境
省
が
平
成
二
十
一
年
度
に
実
施
し
た
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
調
査
」
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
成
果
報
告
書
で
あ
り
、
当
該
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
環
境
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る

と
と
も
に
、
関
係
機
関
に
送
付
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

当
該
調
査
に
お
け
る
陸
上
風
力
発
電
の
導
入
に
関
す
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
推
計
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
高

度
な
知
見
を
有
す
る
民
間
調
査
会
社
及
び
大
学
が
、
一
般
社
団
法
人
日
本
風
力
発
電
協
会
の
有
識
者
か
ら
の
助
言
も
得
つ
つ
、

実
態
及
び
最
新
の
知
見
を
基
に
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
信
頼
性
は
十
分
高
い
と
考
え
て
い
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
調
査
」
に
お
け
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
、
年
限
を
考
慮
せ
ず
に
風
力
発
電
が

導
入
可
能
と
推
計
さ
れ
る
最
大
容
量
で
あ
る
。
他
方
、
「
地
球
温
暖
化
対
策
に
係
る
中
長
期
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
提
案
」
（
以

一



下
「
環
境
大
臣
試
案
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
風
力
発
電
の
導
入
量
は
、
二
千
二
十
年
ま
で
に
、
普
及
の
た

め
の
施
策
を
積
極
的
に
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
導
入
が
見
込
ま
れ
る
容
量
を
推
計
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

法
律
が
政
令
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
年
三
月
四
日
参
議
院
予
算
委
員
会
及
び
平

成
二
十
二
年
四
月
二
日
衆
議
院
環
境
委
員
会
に
お
い
て
、
内
閣
法
制
局
長
官
が
答
弁
し
た
と
お
り
、
「
国
会
は
、
国
権
の
最

高
機
関
で
あ
つ
て
、
国
の
唯
一
の
立
法
機
関
で
あ
る
。
」
と
の
憲
法
第
四
十
一
条
の
規
定
の
趣
旨
を
否
定
し
、
い
わ
ば
実
質

的
に
国
会
の
立
法
権
を
没
却
す
る
よ
う
な
抽
象
的
か
つ
包
括
的
な
委
任
は
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
一
方
で
、
例
え

ば
、
手
続
的
な
事
項
、
技
術
的
な
事
項
、
事
態
の
推
移
に
応
じ
臨
機
に
措
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
事

項
に
つ
い
て
の
個
別
的
、
具
体
的
な
委
任
は
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
の
見
解
を
従
来
か
ら
採
っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

こ
の
見
解
に
変
わ
り
は
な
い
。

三
の
�
に
つ
い
て

第
百
七
十
四
回
国
会
に
提
出
し
た
地
球
温
暖
化
対
策
基
本
法
案
（
以
下
「
法
案
」
と
い
う
。
）
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す

る
目
標
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
主
要
な
国
に
よ
る
公
平
な
か
つ
実
効
性
が
確
保
さ
れ
た
地
球
温
暖
化
の
防
止
の
た
め
の
国

二



際
的
な
枠
組
み
の
構
築
及
び
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
に
関
す
る
意
欲
的
な
目
標
に
つ
い
て
の
合
意
を
実
現
す
る
た
め
、
引

き
続
き
、
前
提
条
件
を
付
け
つ
つ
こ
れ
を
掲
げ
、
主
要
な
国
の
背
中
を
押
し
て
、
積
極
的
な
取
組
を
促
す
こ
と
に
よ
り
、
世

界
全
体
で
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
向
け
た
国
際
交
渉
を
進
展
さ
せ
る
よ
う
最
大
限
の
努
力
を
傾
け
て
ま
い
り
た
い
。

三
の
�
及
び
�
の
前
段
に
つ
い
て

法
案
第
十
条
第
一
項
及
び
第
三
項
前
段
に
規
定
す
る
目
標
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
地
球
温
暖
化
問
題
に
関
す
る
閣
僚

委
員
会
副
大
臣
級
検
討
チ
ー
ム
・
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の
中
間
取
り
ま
と
め
に
お
い
て
専
門
的
知
見
を
基
礎
と
し
た
資
料
を
広

く
公
開
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
御
指
摘
の
環
境
大
臣
試
案
に
つ
い
て
も
、
専
門
的
知
見
を
基
礎
と
し
、
当
該
目
標
の

実
現
に
向
け
た
対
策
・
施
策
の
一
つ
の
姿
を
提
案
し
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
、
中
央
環
境
審
議
会
の
場
に
お
い
て
妥
当
性
を

確
保
す
る
観
点
か
ら
公
開
で
精
査
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
引
き
続
き
、
政
府
と
し
て
、
専
門
的
知
見
を
基
礎
と
し

た
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

三
の
�
の
後
段
に
つ
い
て

法
案
第
十
条
第
一
項
の
規
定
の
施
行
期
日
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
主
要
な
国
が
、
公
平
な
か
つ
実
効
性
が
確
保
さ
れ
た

地
球
温
暖
化
の
防
止
の
た
め
の
国
際
的
な
枠
組
み
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
に
関
す
る
意
欲
的
な

三



目
標
に
つ
い
て
合
意
を
し
た
と
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
当
該
主
要
な
国
に
よ
る
国
際
的
な
枠
組
み
の
構
築
及
び

意
欲
的
な
目
標
に
つ
い
て
の
合
意
に
係
る
交
渉
に
携
わ
っ
て
い
る
政
府
に
よ
っ
て
、
当
該
交
渉
の
推
移
を
踏
ま
え
つ
つ
、
適

切
な
時
点
で
総
合
的
な
観
点
か
ら
判
断
さ
れ
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
政
令
で
定
め
る
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
変
わ
り
は
な
い
。

四


